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I 議案補充説明

議案第116号

令和4年度三重県一披会計補正予算（第5号）

【教育委員会関係】

議出補正予算

款 項 補正前の額 補正額

教育費 教育 総 務 費 23,148,757 A 522 

A子A与 校 費 53,472, 718 企 239,460

中 :'f': 校 費 29,629,705 企 150,967

高等学校費 33,599,384 104,880 

特別支援学校費 13,519,759 企 353,980

社会 教 育 費 409,563 企 5,260

保健 体 育 費 595,879 2,123 

l口'.>.. 計 154,375, 765 企 643,186

（単位：千円）

補正後の額

23,148,235 

53,233,258 

29,478,738 

33,704,264 

13,165, 779 

404,303 

598,002 

153, 732,579 



歳出補正予算の主な内訳

事業名

教育総務費

事務局人件費

補正前の額｜補正額｜補正後の額 内
nャ

そゴ「

2,318,8601 137,9471 2,456,8071人件費の再算定による増額

小中学校指導運営費 81,9421 A 11,273 70,6691国内示に伴う学習指導員の
配置時間見直しによる報酬等
の減額

22,9341公立幼稚園における感染防
止対策のための保健衛生用
品の購入やICT環境整備に
係る市町への補助金の所要
見込額の精査による減額

就学前教育の質向上事
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163,5381 A 10,321 153,2171スクールパス運行業務委託の
入札等による減額

129,3831 A 9,898 119,4851修学奨学金貸与額等の所要
見込額の精査による減額
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児童手当 I 474,0831 A 10,4601 463,6231地方公務員共済組合制度の
改正に伴い、県から支給して
いた臨時的任用職員の児童
手当が、市町からの支給に変
更されることによる減額

小学校費

小学校人件費 52,060,4221 A 173,8951 51,886,5271人件費の再算定による減額

小学校報酬等 1,203,1091 企 62,5651 1,140,5441非常勤職員に係る報醗等の
所要見込額の精査による減
額

中学校費

中学校人件費 28訓 9,5731 企 85,611I 28, 733,9621人件費の再算定による減額

中学校報酬等 603,231 I A 62,856 540,3751非常勤職員に係る報酬等の
所要見込額の精査による減
額
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事 業 名 補正前の額 補正額 補正後の額 内 '.ii= 

高等学校費

高等学校人件費 26,508,493 A. 72,474 26,436,019 人件費の再算定による減額

高等学校運営費 1,979,542 383,355 2,362,897 原油価格の・物増価額高騰による光
熱水費等

学校情報ネットワーク事 424,604 A. 77,669 346,935 学校情報ネットワークシステム
業費 基幹サーバ等更新に係る設

言十の見直しによる減額

校舎その他建築費 2,816,287 企 138,511 2,677,776 県立高等学校の校舎老朽化
対策工事やトイレ洋式化改修
工事等に係る入札による減額

,, 

特別支援学校費

特別支援学校人件費 10,522,604 企 319,990 10,202,614 人件費の再算定による減額

特別支援学校運営費 441,816 91,560 533,376 原油価格の・物増価額高騰による光
熱水費等

特別支援学校スクールバ 514,275 A. 77,590 436,685 スクールパス運行業務委託の
ス等運行委託事業費 入札による減額

社会教育費

受託発掘調査事業費 172, 700 企 3,045 169,655 国等からの受託事業の減少
に｛半う委託料等の減額

保健体育費

みえ子どもの元気アップ体 4,359 1,635 5,994 体育授業の改善と充実を図る
カ向上推進事業費 ため、 ICTを活用した学習の

指導内容や方法について実
践研究を行う国事業の採択に
よる委託料等の増額
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繰越明許費

（単位：千円）

事業名 内 乍＂；： 金額 繰越理由

高等学校費

学校情報ネットワーク 学校情報ネットワークシス 130,680 半導体不足の影響により、機
事業費 テムに係る基幹サーバ等 器の調達に不測の日数を要

関連機器の更新に伴う調 することから、年度内の完了
達 が困難となったため。

特別支援学校費

特別支援学校施設建 盲学校、聾学校の校舎等 56,201 令和4年3月に完了した基本
築費 建築工事に係る設計業務 設計において、資材の発注

委託 方法など整備計画を変更す
る必要が生じたことに伴い、
実施設計業務を翌年度に繰
り越して実施することとなった
ため。

・' 
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債務負担行為

I追加1

＼ 事 項

1 学る契校約情報ネットワーク保守業務委託に係

2 県立学校用無停電電源装置の運用保
守に係る契約

3 学校情報ネットワークハウジングサーピ、ス
に係る契約

4 
三重県教育委員会SI支援業務委託に
係る契約

5 学新校に係情る報契ネ約ットワ｝ク基幹サーバ等の更

6 学用校保情守報ネットワ｝ク基幹サーバ等の運
用 に係る契約

7 デジタノレ採点システム利用に係る契約

8 
県立学校事務処理マニュアノレf事務提
要wikiJ運用保守委託に係る契約

9 係県る立契学約校における空調機器のリースに

10 三用支重援県小業務中委学校託ネに係ットるワ契ー約クシステム運

11 
三三重県小中学校ネットワ｝クシステム通
信回線利用に係る契約

12 県のリ立ー学ス校にに係おるけ契る約情報教育用パソコン

13 
特別支援学校スターノレパス等運行委託
に係る契約

14 いじめ電話祁談業務委託に係る契約

15 
SNSを活用した相談業務委託に係る契
約

期間

旦4～7

R4～5 

R4～5 

R4～5 

R4～9 

R4～5 

R4～7 

R4～7 

主4～9

R4～6 

R4～5 

R4～9 

R4～5 

R4～5 

R4～5 

限度額
説 明

（千円）

学校情報ネyトワークの機器に係る保守について
115,71 6業務を中断させることなく継続して執行する必要が

あるため

県立学校用無停電電淑装霞の運用保守につい
2,42 3て、業務を中断させることなく継続して執行する必

聖書があるため

学校情報ネットワーク基幹システムのデータセン
4,092 ターへの設置について、業務を中断させることなく

継続して執行する必要があるため

17,072 
教境育等委員会や県立学校等の情報システム・！CT環

に関する相談・支援について、業務を中断さ
せることなく継続して執行する必要があるため

学サー校パ情報ネットワークシステムの基幹となるDMZ

165,000 等の吏新を行うもので、複数年のクラウドシ
ステムの利用を含む運用保守契約を締結する必
要があるため

学校情報ネットワークシステムの基幹となるDMZ
27,500 サーノ〈等の運用保守について、業務を中断させる

ことなく継続して執行する必要があるため

20,838 デジタル採点システムの導入にあたり、複数年のシ
ステム利用契約を締結する必要があるため

県立学校事務処理マニュアノレ「事務提婆明ikiJにつ
1,110 いて、業務を中断させることなく継続して執行する

必要があるため

県立学校における空調機器のリース契約につい
20,000 て、中断させることなく継続して機器を賃借する必

婆があるため

69,674 
小中ット学ワ校ーネクのットワークシステムにおけるサーパ及び
ネッ 運用支援について、業務を中断させ
ることなく継続して執行する必要があるため

小中学校ネットワークシステムにおける通信回線に
38,795 ついて、中断させることなく継続して利用する必要

があるため

県立学校における情報教育用パソコンのリース契
79,838 約について、中断させることなく継続して機器を賃

借する必要があるため

特別支援学校のスクールパス運行委託について、
569,937 業務を中断させることなく継続して執行する必要が

あるため

いじめ問題に悩む子どE事もや業保を2護4時者間がいつでも相談

4,129 できるいじめ電話相談 体制で行うも
のであり、業務を中断させることなく継続して執行
する必要があるため

11,945 
子相ようど談、もSNたSちをが活安用，し心たして相学談校事生業活でをあ送るる「子こどとがもSでNきSる

副みえ」を行うものであり、業務を中断させること
なく継続して執行する必要があるため
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I 議案補充説明

議案第153号 、z
令和4年度三重県一般会計構正予算（第6号）

【教育委員会関係］

歳出補正予算

款 項 補正前の額 補正額

教 育 費 教 育 総 務 費 23,148,235 15,310 

ρナ-4 校 費 53,233,258 339,189 

中 戸ザらー 校 費 29,478,738 184,211 

高等学校費 33, 704,264 170,067 

特別支援学校費 13,165,779 67 ,132 

社 会 教 育 費 404,303 

保健 体 育 費 598,002 

メ口b、 言十 153, 732,579 775,909 

6 

（単位：千円）

補正後の額

23,163,545 

53,572,447 

29,662,949 

33,87 4,331 

13,232,911 

404,303 

598,002 

154,508,488 



歳出補正予算の主な内訳

（単位－千円）

事 業 名 補正前の額 補正額 補正後の額 内 令むそ才・

教育総務費

事務局人件費 2,456,807 15,252 2,472,059 人事委員会勧告等に基づく給
与改定による期末勤勉手当等

c の増額

小学校費

小学校人件費 51,886,527 339,189 52,225, 716 人事委員会勧告等に基づく給
与改定による期末勤勉手当等
の増額

中学校費

中学校人件費 28, 733,962 184,211 28,918,173 人事委員会勧告等に基づく給
与改定による期末勤勉手当等
の増額

高等学校費

高等学校人件費 26,436,019 170,067 26,606,086 人事委員会勧告等に基づく給
与改定による期末勤勉手当等
の増額

特別支援学校費

特別支援学校人件費 10,202,614 67,132 10,269,746 人事委員会勧告等に基づく絵
与改定による期末勤勉手当等
の増額
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I 議案補充説明

議案第 162号

公 立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

1 改正理由

人事委員会の議会および知事に対する令和 4年 10月 12日付けの給与

改定に関する勧告等に鑑み、公立学校職員の給料月額並びに地域手当お

よび勤勉手当の支給割合の改正等を行うものです。

2 改正内容

( 1 ）公立学校職員の給料月額の改定をします。

－世代聞の給与配分を適正化するため、給料表を改定します。

－給料表の改定に伴い、新たに受ける給料月額が令和 5年 3月31日

に受けていた給料月額に達しない職員に対しては、経過措置とし

て令和 6年 3月31日までの問、その差額を支給します。 ノ

( 2 ）県内に勤務する公立学校職員に対する地域手当の支給割合を100

分の4.7 （現行100分の4.6）に改めます。

( 3 ）公立学校職員の勤勉手当の年間支給割合を100分の200 （現行100

分の190）に改めます。（再任用職員については、年間支給割合を100

分の95 （現行100分の90）に改めます。）

3 施行期日等

( 1 ）給料月額の改定は、令和 5年 4月 1日から施行します。

( 2 ）地域手当の支給割合の改lEについては、公布の日から施行し、令

和 4年 4Jlll3から適用します。

( 3 ）勤勉手当の支給割合の改正については、公布の日から施行し、令

和 4年12月 1日から適用します。
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II 所管事項説明

1 令和5年度当初予算要求状況（教育委員会関係）について

1 施策見I］の予算要求状況

施策番号 施 策 名

1-2 地域防災カの向上

12-1 人権が尊重される社会づくり

14-1 未来の礎となるカの育成

1 4 2 未来を創造し社会の担い手となるカの育成

1 4 3 特別支援教育の推進

14-4 いじめや暴力のない学びの場づくり

1 4 5 誰もが安心して学べる教育の推進

14-6 学びを支える教育環境の整備

15-1 子どもが豊かに育つ環境づくり

1 5 2 幼児教育・保育の充実

16-1 文化と生涯学習の振興

その他

-6' 言十

2 主な事業 ※（新） 新規事業、（一部新）：一部新規を含む事業

【施策 1-2 池域防災力の向上］

( 1 ）学校防災推進事業

予算額 (R4) 2 1, 7 3 8千円 → (R5) 1 2, 1 8 6千円

単位：千円

令和5年度

要求額

12, 798 

74,202 

1, 084, 608 

2,460,620 

3,019, 130 

537,090 

308,027 

7,963,827 

3, 765,503 

39, 143 

2,276,361 

129,383,082 

150,924,391 

事業概要・防災ノートを新入生等に配付するとともに、防災ノートと防災教育用

デジタノレコンテンツを組み合わせた防災教育を推進します。また、体

験型紡災学習等の支援、学校紡災リーダー等教職員を対象とした防災

研修、高校生による東日本大震災の被災地でのボランティア活動や交

流学習を実施します。
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(2）災害時学校支援事業

予算額：（R4) 5 6 1千円 → (R5) 5 0 0千円

事業概要避難所の調設・運営や学校の再開準備、児童生徒の心のケアなど、災

害時の学校運営に関する専門的な知識や実践的な対応能力を備えた教

職員による f三重県災害時学校支援チームjにおいて、大規模災害発

生時には隊員を被災した学校に派遣して、学校教育の早期再開を支援

します。また、民間団体・企業等との連携による災害時の子ども支援

の仕組みづくりを進め、市町との連携につなげますo

【施策12-1 人権が尊愛される社会づくり】

( 1 ）人権感覚あふれる学校づくり事業

予算額・： (R4) 6 0 5千円 → (R5) 6 4 8千円

事業概要子ども一人ひとりの存在や思いが大切にされる「人権感覚あふれる学校

づくり」が教育活動全体を通じて進められるよう、人権学習指導資料の

効果的な活用や人権教育カリキュラムに関する実践研究等を行い、その

成果を報告書や研修等で、全ての県立学校に広めていきます。

( 2）人権教育研究推進事業

予算額：（剖） 2, 2 5 1千円→ (R5) 2, 0 1 8千円

事業概要：「三重県人権教育基本方針」に則した f人権感覚あふれる学校づくりJ
を実践するため、学校や中学校区を指定し、子どもが権利の主体者であ

るという意識や差別解消に向けた意欲を高め、実践行動ができるカを身

につけるための学習活動等の研究を行い、その取組手法や指導内容等を

普及し、活用します。

(3）子ども支援ネットワーク・アクション事業

予算額：（R4) 2, 4 7 7千円 → (R5) 2, 4 7 7千円

事業概要教育的に不利な環境のもとにある子どもの自尊感情を高め、「人権尊重

の地域づくりjが促進されるよう、中学校区の「子ども支援ネットワー

クJの活動を推進します。

(4）人権教育活動推進事業

予算額：（R4) 1, 2 9 2千円 → (R5) 1, 3 0 0千円

事業概要．学校における人権教育を進めるため、学校への指導助言を行うとともに、

市町の人権教育担当を対象に、教員の実践力向上や指導力育成のための

会議を開催します。子どもを取り巻く課題や地域の実情等をふまえ、「三

重県人権教育基本方針」の改定を行います。
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［施策14-1 未来の礎となる力の膏成】

( 1 ）みえの学力向上県民運動推進事業
予算額 (R4) 1 5 1千円 , (R5) 1 5 1千円

事業概要：学校・家庭・地域が一体となった学力向上の取組について、みえの学

力向上県民運動推進会議の委員による協議を行います。保護者や地域

対象の講演会や、 1人1台学習端末に提供している「生活習慣・読書

習慣チェツクシートj の活用を通して、生活習慣・学習習慣・読書習

慣の確立を図ります。

(2）学力向上推進事業

予算額：（R4) 1 5, 8 6.3千円 → (R5) 2 2, 3 0 8千円

事業概要：みえスタディ・チェックをCBT  (Computer Based Testing）で実施

し、児童生徒の学習内容の定着状況を把握するとともに、学習状況や

生活習慣等に関する質問紙調資を実施し、各学校における個に応じた

指導、授業改善の促進を図ります。学力向上アドバイザーを学校に派

遣し、計画的な取組に必要なマネジメントについて校長への幼言を行

うとともに、教職員の授業への指導や校内研修での助言を行い、授業

力の向上を図ります。

( 3) （一部新）小中学校指導運営費

予算額：（R4) 8 1, 9 4 2千円 → (R5) 8 6, 8 2 2千円

事業概要’市町および小中学校を訪問して、学習指導要領に基づく授業実践や、

学カ向上の取組を支援します。子どもたちに応じたきめ細かな支援を

行うため、補充的な学習の支援や、授業で教職員の補助を行う学習指

導員を引き続き配置します。学校の Ic T環境について、セキュリテ

イやコンテンツに関するアドバイザ｝等を小中学校や市町に派遣し、

指導・助言するとともに、効果的な活用に向けたサポートを行います。

小中学校等において、本に親しむための学校図書館の工夫や、教科と

関連した読書活動等を進めるため、モデルとなる市町にアド、パイザー

を派遣し、助言や支援を行います。

( 4) （一部新）道徳教育総合支援事業

予算額：（R4) 3, 3 2 3千円 → (R5) 4, 7 1 6千円

事業概要：道徳教育の充実を図るため、学校へ道徳教育アドバイザーを派遣し、

「考え、議論する道徳Jの効果的な指導方法等に係る具体的な指導・助

言を行うとともに、三重県道徳教育推進会議や公開授業を通して、その

成果を普及します。いじめ防止の観点から指導の要点や授業実践例をま

とめた補助資料を作成して、小中学校の道徳教育推進教獅への研修を行

うどともに、校長にカリキュラムマネジメントに係る研修を実施します。

モデル校どなる小中学校にアドバイザーを派遣して、いじめ防止につい

ての系統的な道徳の年間指導モデルを構築しますo また、郷土の課題に

ついて解決策を考え提案する課題解決型の手法で学ぶ取組を行います。
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( 5) （一部新）子どもと本をつなぐ環境整備促進事業
予算額：（R4) 4 9 3千円 → (R5) 5, 7 9 9千円

事業概要：読書習慣の形成に向けて、家庭、地域、学校等が連携して、読書活動

関係者の研修・交流会、家読（うちどく）やピブリオバトノレの普及啓

発等、子どもの発達段階に応じた読書活動の推進を図ります。県立高

校において図書館を活用した探究的な学びや授業づくりが進められる
よう、モデノレ校で各校に応じた図書館予ニューアノレ計画を策定し、図

書館の環境整備や放課後の開館時間の延長、読書に関わるイベント等

に取り組みます。

( 6) （一部萩）高校芸術文化祭費

予算額：（R4) 7, 1 5 1千円 → (R5) 4 8, 7 8 1千円

事業概要・音楽、美術、演劇など高校生の芸術文化の技術と創造カを磨き、芸術

文化活動の活性化を図るとともに、生徒相互の交流を深め、豊かえ主人
間性を育成するため、本県で開催する近畿高等学校総合文化祭兼みえ

高文祭の開催支援や、全国高等学校総合文化祭への生徒派遣などの支
援を行います。

(7）みえ子どもの元気アップ体力向上推進事業
予算額 (R4) 4, 3 5 9千円 → (R5) 4, 0 3 9千円

事業概要発達段階に応じた運動習慣や生活習慣等の改善を図るため、各学校の

状況に応じた1学校1運動を進めるとともに、各学校で作成した元気

アップシートの取組を着実に実行できるよう、教職員対象の研修会や

指導主事の学校訪問を逮じて指導・助言を行い、子どもたちの体力向

上を図ります。

( 8) （一部新）みえ子どもの元気アップ部活動充実事業
予算額：（R4) 5 8, 8 5 2千円 → (R5) 137, 635千円

事業概要 中学校における休日の運動部活動の地域移行について、各市町が設置

ずる協議会の運営や、受けJiilとなる運営団体の確保等への助言や、学
校と受け血との調整を行うコーディネ｝ターの配置、運営団体におけ

る指導者の配置等の経費に対して市町に補助を行い、円滑な地域移行

を支援します。また、生徒を指導するために必要な資質や部活動ガイ

ドライン等について学ぶ研修会を実施し、指導者を育成します。専門
約な指導の充実と教職員の負担軽減を図るため、中学校・高校におい

て、顧問として単独で専門的な指導や引率を行える運動部活動指導員
を増員します。高校の運動部において、専門的指導が受けられるよう、

技術指導を行う外部指導者（サボーター）の派遣や、デジタル技術を

活用した専門家の遠隔指導を試行的に実施し、効率的で効果的な部活
動を進めます。

( 9）運動部活動支援事業
予算額：（R4) 1 9 1 , 9 8 4千円 → (R5) 2 2 6 , 0 4 0千円

事業概要：中学校、高校の県体育大会や東海大会の関僚経費を負担するとともに

生徒や教職員の全国・ブロック体育大会の参加に係る旅費を負担します。
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(10) （一部新）学校保健総合支援事業

予算額：（R4) 6 4 5千円 → (R5) 7, 0 I 3千円
事業概要．現代的な子どもの健康課題である f心の健康（メンタルヘルス）」「歯

と口の健康づくりj 「性に関する指導」について、専門医等を学校に派

遣して児童生徒や教職員への指導・助言を行うことで、学校における

健康教育の充実を図ります。新たな国事業を活用して、子どもたちへ

の相談やケアを行う養護教諭を支援するため、経験豊富な人材を派遣

し、指導助言や業務代替を行います。

(11）がんの教育総合支援事業

予算額：（R4) 4 3 7千円 → (R5) 4 4 1千円
事業概要．関係機関や有識者で構成される協議会において、学校におけるがん教

育の内容や方向性について協議するとともに、子どもたちが、がんに

ついて正しく理解し、健康と命の大切さについて主体的に考えること

ができるよう、がんに関する教育の意義や指導内容・方法等に係る教

職員研修会を実施します。

(12) （一部新）学校給食圃食育推進事業

予算額：（R4) 1, 4 3 5千円→ (R5) 1 3, 0 3 7千円
事業概要．朝食メニューコンクール等を通じて食育を推進するとともに、学校給

食の衛生管理等の徹底を図ります。国事業を活用して、学校給食にお

ける食品ロスを削減し、食への理解を深める取組を進めます。県立学

校の給食費における食材高騰分への補助を行います。

【施策 14-2 未来を都造し社会の担い手となる力の育成】

( 1 ) （一部新）未来へつなぐキャリア教育推進事業

予算額：（R4) 2 2, 7 2 1千円 → (R5) ・ 4 2, 6 8 8千円

事業概要：高校生一人ひとりの希望や特性に応じた就職を実現するため、就職実

現コーディネーターを引き続き配置し、地域企業の情報や仕事の魅力

を生徒に伝えるとともに、就職相談等の就職支援を行います。人との

意見、考えのやりとりや、関わり方の古から支援が必要な生徒につい

て、就労支援機関や経済団体、市町の福祉部門、高校が参画する就労

に関わる会議を設置し、各学校における生徒の現状共有や支援方策の

協議を行うとともに、入学後の早い段階からの進路相談やソーシヤノレ

スキルトレーニング、耳稔場実習などに取り組みます。中学生や高校生

の興味・関心に応じた企業での長期間・複数回の就業体験を新たに実

施し、県内企業の理解を深め九将来の地域産業の担い手育成に取り組

みます。

( 2) （一部新）地域とつなぐ職業教育充実支援事業

予算額 （丑4) 4, 861千円 → (R5) 4 7, 5 3 2千円

（参考・（R4) 1 5 4, 6 5 7千円 ※令和3年度2月補E含みベース）

事業概要：工業高校や農業高校等において老朽化している実習設備について、新

たな設備への整備を行います。生徒がより高度な専門的知識・技術を

習得できるよう、全国規模の競技会への参加や看護・介護の実習を支

援します。 GAPに基づく学習を通じ、農業に関する実践カを身につ

け、経営者や地域のリーダーどなる人材を育成します。
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( 3）実習船建造事業

予算額：（R4) 一千円 →（R5) 1, 9 5 2, 2 1 2千円

（参考 (R4) 8 4 5 , 6 6 2千円 ※令和3年度2月補正含みベース）

事業概要水産高校の航海実習における生徒の安全確保や、最先端の航海技術を

習得できる環境を整えるため、令和5年度末の竣工に向けて、新たな

実習船 fしろちどり」を建造します。

(4）世界へはばたく高校生育成支援事業

予算額 (R4) 4, 5 6 0千円→ (R5) 4, 4 7 8千円

事業概要：高校生の留学支援やオンライン海外交流を実施するとともに、高校生

を対象にした「レベルJj!J英語ディベ｝トセミナーj を開催し、英語で

の発信カや論理的思考力の向上を図ります。また、科学に対する奥味・

関心を高めるため、三重県高等学校科学オリンヒ。ツク大会を開催しま

す。

(5）オンラインとリアルによる学校の枠を越えた学び推進事業

予算額：（R4) 3, 7 0 0千円 → (R5) 3, 7 0 0千円

事業概要：生徒の多様なニーズに応じた学びを実現するため、通信制課程におい

て、オンラインでの交流や地域での探究活動など学びの充実に取り組

みます。全日制課程においては、遠隔授業のモデル構築を進めるとと

もに、専門分野の放課後講座や大学進学講座など、学校の枠や地域を

越えて学べるよう取り組みます。また、地域を学び場とした地域課題

解決型学習を、学校や課程の枠を越えて実施します。

( 6）高等学校学力向上推進事業

予算額： (R4) 6 5 , 5 0 1千円 → (R5) 6 3, 2 0 5千円

事業概要：学習指導要領に郎した教育内容が的確に実施されるよう、巣立高校に

対して指導・助言等を行います。国事業を活用し、普通科において、

教科横断的なカリキュラム編成や外部機関との連携等による学際的な

教育プログラムの実践研究を行うとともに、スーパーサイエンスハイ

スクーノレにおいて先進的な理数系カリキュラムに基づく学習に取り組

みます。県立高校において、 Ic T環境の効果的な活用を進めるため

の支援員を派遣するとどもに、 Ic Tによる授業で必要となる著作権

料を負担します。

( 7) （新）自律した学習者を育てる三重県モテ、ル構築事業

予算額 (R4) 千円 → (R5) 7, 1 2 8千円

事業概要・高校生が社会的に自立し、社会の変化に対応するカを育むため、教科

横断的なSTEAM教育や、人文科学や社会科学をテーマどした課題

解決型の探究学習など社会とのつながりを意識した学習に取り組むと

ともに、学習の前後において、創造力や表現力、他渚と協働するカな

どの社会で求められる資質・能力や、自己肯定感やチャレンジする意

欲などの変容を把握します。それぞれの学習と育む資質・能力などの

関連を示すことで、高校生が学ぶ意義を理解し、自律した学習者とな

ることをめざした教育活動を「三震県モデル」として構築し、系統的

なキャリア教育を実践します。
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【施策 14-3 特別支援教育の推進】

( 1 ）早期からの一貫した教育支援体制整備事業

一予算額・（R4) 1 9, 9 1 0千円 → (R5) 2 1, 2 1 9千円

事業概要．特別な支援を必要害とする子どもが、一人ひとりの教育的ニーズに基づ

き最も適切な場で学べるよう、市町と連携して、本人や保護者への情

報提供や就学相談など丁寧な就学支援を進めます。パーソナルファイ

ル等を活用した支援情報の引継ぎを行うなど、切れBのない支援を進

めます。高校において、発達障がいのある生徒への支援や保護者への

相談、教職員への指導・助言を行う発達障がい支援員を配置します。

通級による指導については、発達障がい支援に係る専門性向上のため

に教職員への研修を実施するとともに、高校においては通級による指

導を拡大します。特別支援学校においては、通訳・翻訳を行う外冨人

児童生徒支援員を配置します。

( 2) （一部新）特別支援学校メデイカル・サポート事業

予算額 (R4) 6, 5 1 6千円 → (R5) 1 4, 8 1 8千円

事業概要：医療的ケアの必要な子どもが身体的に安定した状態で教育活動に参加

できるよう、看護師免許を有する職員を中心に校内で連携して医療的

ケアを実施するとともに、研修会の実施による専門性の向上や、指導

医等の指導・助言を得ながら校内のサボ｝ト体制の充実を図ります。

通学に係る保護者の負担軽減のため、登校待に看護部が福祉車両等に

同乗し、主主吸引等の医療的ケアを行う取組を試行的に実施します。

( 3) （一部新）特別支援学校就労推進事業

予算額： (R4) 4, 6 9 0千円 → (R5) 7, 9 9 9千円

事業概要：特別支援学校のキャリア教育フ。ログラムに基づく計画的・札織的なキ

ャリア教育を推進するとともに、外部人材を活用した職場開拓や、企

業等と連携した職場実習等を実施することで、高等部生徒の進路希望

の実現を図ります。 ICTを活用した在宅就労に向けた就職支援を行

うテレワ｝ク支援員を新たに配置し、実習先や就職先の開拓を行いま
「 す。

(4）特別支援学校施設建築費

予算額 （丑4) 904, 443千円 → (R5) 1 , 1 8 2 , 9 3 2千円

（参考：（R4)' 1 , 5 1 9 , 9 6 3千円 ※令和3年度2月補正含みベース）

事業概要：盲学校および、聾学校について、老朽化対策・安全対策として城山特別

支援学校の隣地へ移転するため、令和6年度から実施予定の校舎建築

工事に向けて、建築に必要な木材調達や建設予定地の埋蔵文化財調査

等に取り組むとともに、 3校の統合寄宿舎については、令和5年度内

の完了に向けて建築工事に取り組みます。松i荻あゆみ特別支援学校に

ついて、教室不足の解消を図るとともに、肢体不自由のある子どもた

ちの新たな就学先とするため、校舎増築の基本設計を行います。
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(5）特別支援学校学習環境等基盤整備事業

予算額：（R4) 2 8, 8 6 6千円 → (R5) 4 8, 2 6 7千円

事業概要：盲学校、聾学校および城山特別支援学校の統合寄宿舎の整備に伴い、

必要となる備品や消耗品等、学習環境の基盤整備を進めます。

(6）特別支援学校スクールパス等運行委託事業

予算額：（R4) 5 0 1 , 2 7 5千円 → (R5) 5 2 7, 6 1 0千円

事業概要：特別支援学校に在籍する子どもたちの通学に係る負担を軽減するため、

スクーノレパスを運行するとともに、登校時における「三つの密Jを避け、

安全で安心に通学できるよう、引き続きスクーノレパスを増便して運行し

ます。

【施策 14-4 いじめや暴力のない学びの場づくり］

( 1 ) （一部新）道徳教育総合支援事業（再掲）

予算額：（R4) 3, 3 2 3千円 → (R5) 4, 7 1 6千円

事業概要：道徳教育の充実を図るため、学校へ道徳教育アド、パイザーを派遣し、

「考え、議論する道徳」の効果的な指導方法等に係る具体的な指導・助

言を行うとともに、三重県道徳教育推進会議や公開授業を通して、その

成果を普及します。いじめ防止の観点から指導の要点や授業実践例をま

とめた補助資料を作成して、小中学校の道徳教育推進教街への研修を行

うとともに、校長にカリキュラムマネジメントに係る研修を実施します。

モデル校となる小中学校にアドバイザーを派遣して、いじめ防止につい

ての系統的な道徳の年間指導モデノレを構築します。また、郷土の課題に

ついて解決策を考え提案する課題解決型の手法で学ぶ取組を行います。

( 2) （一部新）いじめ対策推進事業

予算額 (R4) 1 4, 0 9 0千円 → (R5) 2 7, 0 5 0千円

事業概要：小学校高学年の児童が、社会性や規範意識を高め、ネットによるいじ

め防止や情報モラルについて学ぶため、弁護士によるいじめ予防授業

を拡充して実施します。各学校の生徒指導担当者などのいじめ問題を

担当する教職員を対象に、いじめのとらえ方や認知した時の初期対応、

児童生徒や保護者対応の留意点を学び、教職員がケースワ｝クで話し

合う研修を新たに実施します。いじめの迅速な認知と確実な対応を図

るため、学校で認知したいじめの内容や児童生徒の状況、対応状況等

の情報をデ、ジタノレ化し、学校や市町、県などがリアルタイムに共有で

きるシステムを構築します。県立学校を巡回して、複雑ないじめ事案

や認知へ至っていない事案への対応に係る検証や、効果的な対応策な

どの助言を行ういじめ対策アド、バイザーを新たに派遣します。引き続

き、不適切な書き込みを検索するネットパトロールを年開通して実施

するとともに、不適切な書き込みを発見した場合に、その内容を投稿

できるアプリ「ネットみえ～るJを運用します。
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( 3）スクールカウンセラ一等活用事業
予算額： (R4) 3 9 0 , 7 8 3千円 → (R5) 5 0 0 , 6 1 8千円

事業概要：増加するいじめや不登校児童生徒、新型コロナワイノレス感染症に伴う

不安や悩みに了寧に対応するため、相談や心のケアを行うスクーノレカ
ワンセラ」の各学校への配置時間を拡充するとともに、教育支援セン

ターにも引き続き配置します。スクールソーシヤノレワーカーの配置待

問も拡充し、各学校および教育支援センターからの要請に応じた派遣、

福祉や医療機関等の関係機関と連携した支援を行います。また、スク

ールカウンセラーやスクールソーシヤノレワーカ一等の専門家とも連携

して、児童生徒の日常的な相談に対応する教育相談員を中学校と高校

に引き続き配置します。

［施策 14-5 誰もが安心して学べる教育の推進】

( 1 ) （一部新）不登校対策事業
予算額：（R4) 4 4, 9 8 7千円 → (R5) 5 3, 9 4 7千円

事業概要：不笠校児童生徒への支援を総合的に進める体制を整備するため、県に
不登校総合支援センターを設置し、各学校での支援、学校以外の多様

な活動や交流の場の提供、保護者も含めた相談の充実、福祉等の関係

機関や民問団体との連携などに取り組みます。そのーっとして、新た

に県立の教育支援センターを設置して、高校段階の不登校生徒や高校

中途退学者への多様な活動や交流の場の提供、学習支援や自立支援を
行います。市町の教育支援センターにスクールカウンセラーとスク）

／レソーシヤノレワーカ｝を配置し、専門的な支援を行うとともに、不登

校支援アドバイザーの助言を得ながら訪問型支援に取り組みます。引
き続き、ストレスや不安への受容力を高めるレジリエンス教育や、潜

在的に支援を要する児童生徒への早期の対応に取り組みます。不登校
児童生徒の要因や背景、期間等に応じた効果的な支援策を検討する協

議会を設置します。

( 2) （一部新）多文化共生社会のための外国人児童生徒教育推進事業
予算額：（R4) 3 4, 0 8 2千円→ (R5) 4 3, 9 2 0千円

事業概要・市町における外国人児童生徒の受入れや日本語指導・適応指導に係る

取組への財政的支援を行います。学習支援等を行う外国人児童生徒巡

回相談員を増員するとどもに、散在地域の小中学校において日本語指
導が受けられるよう、オンラインャを活用した日本語指導に取り組みま

す。令和7年度の夜間中学の開校に向けて、先行事例の調査研究を行

い、多様なニーズに対応できる学習内容や学び方について検討を進め

るとともに、生徒募集のために必要な広報活動に取り組みます。令和

6年度における施設設備の整備に向けた設計業務を実施します。夜間

学級体験教室「まなみえJは、夜間中学の開校を見据え、受講生の習
熟度に応じた授業を実施します。

(3）社会的自立をめざす外国人生徒支援事業

予算額・（R4) 1 6, 1 5 2千円 → （宜5) 1 6' 1 3 9千円
事業概要・外国人生徒が社会的自立を来たし、社会の一員として、活躍できるよう、

学習支援や進路相談を行う外国人生徒支援専門員（ポルトガノレ語、スペ
イン語、フィリピノ語等）および日本語指導アドバイザーを県立高校に
配置します。
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(4）学校安全推進事業
予算額：（R4) 2, 9 1 0千円 → (R5) 2, 9 0 9千円

事業概要：令和3年度に実施した通学路の一斉点検の結果をふまえ、対策必要箇

所への安全対策が進むよう関係部局と取り組むとともに、安全教育の

推進や見守り活動の強化等を市町に働きかけます。学校における安全

推進体制を構築するため、学校安全アドバイザーを委嘱し、モデル地

域で通学路の安全点検や安全マップづくりを実施します。通学路にお

ける児童生徒の安全確保のため、見守り活動の中心となるスクールガ
ード・リーダーを育成するとともに、地域のスク｝ノレガードを養成し

ます。また、県内の公立学校の教職員を対象に校種別の講習会を行い、

交通安全および紡犯対策の指導者を養成し、各学校での交通安全教

育・防犯教育を進めます。

( 5）高校生安心安全通学支援事業

予算額： (R4) 1 6 3 , 5 3 8千円 → (R5) l 6 4 , 3 3 2千円

事業概要：県立高校生徒の登下校時における「三つの密j を避け、安全で安心に

通学できるよう、通学時における路線パス等の公共交通機関の乗車率
が高く、さらに代替の交通手段がない学校において、登校時間の調整

等では混雑を回避できない公共交通機関の路線に、スクーノレパスの増

便等を行います。

(6）特別活動支援事業
予算額：（R4) 6, 8 0 0千円 → （邸） 26, 780千円

事業概要新型コロナウイルス感染症の影響により、県立学校が修学旅行を中止

または延期した場合の企画料、学校の臨時休業によりやむを得予中止
した場合に発生するキャンセル料について、その経費を負担します。

【施策 14-6 学びを支える教育環境の繋備】

( 1 ) （一部新）地域と学校の連携・協｛動体制構築事業

予算額：（R4) 5, 1 0 2千円 → (R5) 1 4, 3 6 9千円

事業概要：地域とともにある学校づくりを進めるため、地域学校協働活動推進員

の配置促進や、各市町のコミュニティ・スク｝ノレの拡充に向けた取組

を支援します。また、地域未来塾など放課後等に補充的な学習支援に

取り組む市町に対して補助を行います。中学校における休日の文化部

活動の地域移行が円滑に進むよう、受け皿確保などの課題への助言を

行うコーディネ寸ター配置について市町に補助するとともに、運営団

体における指導者の配置や諸費用への補助を行し、ます。

(2）教育改革推進事業

予算額 (R4) 3, 8 2 6千円 → (R5) 1 1, 1 5 2千円

事業概要：本県教育の今後のあり方について、国の教育改革の動向をふまえ、幅

広い視点から検討する教育改革推進会議を開催し、次期「三重県教育

ど、ジョン（仮称）Jを策定します。また、地域協議会を開催し、各地域

における高校の活性化や今後のあり方について協議を行います。
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( 3) （一部新）教職員研修事業

予算額：（R4) 3 8, 0 5 8千円 → (R5) 4 6, 5 8 1千円

事業概要：児童生徒が学習指導要領で求められる資質・能力を身につけられるよ

う、「令和5年度三重県教員研修計画」に基づき、主体的・対話的で深

い学びの授業改善につながる研修を行うとともに、さまざまな教育課

題に対応できる専門的指導力を育成する研修を実施します。初任や中

堅の教職員、新任教頭を対象とした法定・悉皆研修において、いじめ

の定義の若実な理解やいじめ解消に向けた組織的対応等、いじめへの

対応力向上に向けた研修を新たに実施するとともに、専門研修におい

て、いじめを生まない学級づくりについて学ぶ研修を実施します。

(4）教育課程等研究支援事業

予算額：（R4) 4, 4 1 1千円 → (R5) 9, 6 7 6千円

事業概要学習指導要領に即した授業改善や学習評価がなされるよう、小中学校

の教職員等への研修等を行います。専門的な指導の充実と教職員の負

担軽減を図るため、中学校において、顧問として単独で専門的な指導

や引率を行える文化部活動指導員を増員します。中学生が郷土三重の

魅力を英語で発信するコンテストを実施します。

( 5) （一部新）教育相談事業

予算額：（R4) 6 1, 2 7 3千円 → (R5) 6 3, 9 6 9千円

事業概要：臨床心理相談専門員を配置して、子どもの心の問題の解決に向けた専

門的教育相談を行うとともに、学校での教育相談体制を支援するため

の派遣を行います。教職員の教育相談に係る力量の向上を図る研修や、

校内の教育相談体制づくりを推進する中核的リーダーの育成をめざし

た教育相談研修を実施します。不登校支援に係る研修を引き続き実施

するとともに、いじめ相談への対応について学ぶ教職員研修を実施し

ます。いじめ電話相談や多言語でも相談できる「子どもSN S相談み

え」を引き続き実施します。

(6）学校における働き方改革推進事業

予算額：（R4) 3 1 7 , 3 7 3千円 → (R5) 3 1 5 , 4 0 6千円

事業概要：限られた時間の中で子どもたちと向き合う時間を確保し、より効果的

な教育活動を持続的に行うため、感染症拡大防止のための業務や学習

教材の準備など、教職員の支援を行うスクール・サポート・スタップ

を、引き続きすべての公立学校に配置します。

( 7) （一部新）学校情報ネットワーク事業

予算額：（R4) 4 2 4, 6 0 4千円 → (R5) 3 2 2 , 6 4 8千円

事業概要：学校情報ネットワークを安全に利用できるよう、教職員湾の1人1台
パソコンの更新やネットワーク保守など情報基盤の適切な維持管理を

行います。県立学校における業務の効率化とセキュリティ強化のため、

業務システムのクラウド化を進めます。県立高校において、生徒の定

期テスト等の答案をデジタル化して、自動採点や点数計算を行うとと

もに、テスト結果の蓄積・集計、解答傾向の分析等ができるシステム

を導入し、採点業務の効率化や、生徒の理解度に応じた指導につなげ

ます。
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(8）情報教育充実支援事業

予算額：（R4) 2 5 3, 3 5 1千円 → (R5) 2 6 4 , 7 4 3千円

（参考：（R4) 3 5 8, 0 6 6千円 ※令和3年度2月補正含みベース）

事業概要・県立学校において、教科「情報Jで学ぶプログラミング教育や情報デ

ザインなど、専門的な実習に対応する学習用端末について、リースに

よる維持、更新を行います。

( 9 ）校舎その他建築費

予算額・（丑4) 2, 816, 287千円→ (R5) 2 , 5 6 8 , 0 1 7千円

事業概要：県立高校について、老朽化が進む施設の安全性を維持するため、県立

学校施設の長寿命化計画に基づき、計画的な老朽化対策に取り組むと

ともに、トイレの洋式化や校舎のLE D化など設備面での機能の向上

に取り組みます。

【施策 15-1 子どもが豊かに育つ環境づくり】

( 1 ）高等学校等進学支援事業

予算額：（R4) 1 2 9 , 3 8 3千円 → (R5) 1 3 6 , 7 4 8千円

事業概要：高等学校・高等専門学校の生徒に対する修学奨学金の貸与等により、

経済的な理由で修学が困難な生徒を支援します。

( 2）高校生等教育費負担軽減事業 ' 
予算額：（担） 3, 538, 111千円→ (R5) 3 , 4 8 1 , 0 2 6千円

事業概要．就学支援金や奨学給付金等を支給し、高等学校等における保護者等の

教育費負担の軽減を図ります。また、就学支援金においては、収入が

著しく減少した世帯を新たな支援対象とし、奨学給付金とともに家計

急変世帯への支援に取り組みます。

【施策 15-2 幼児教育・保育の充実】

( 1 ）就学前教育の質向上事業

予算額：（丑4) 80, 513千円 →、（R5) 3 9, 1 4 3千円

（参考：（R4) 1 3 0 , 5 1 3千円 ※令和3年度2月補正含みベース）

事業概要：幼児教育の質の向上と保幼小の円滑な接続を進めるため、幼児教育ス

ーパーパイザーおよび幼児教育アド、パイザーを市町や施設へ派遣し、

研修支援等を行います。また、公立幼稚園における新型コロナウイノレ

スの感染症防止のための保健衛生用品の購入やJIC T環境の整備に

ついて、国事業を活用して市町に補助を行います。
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【施策 16ナ 1 文化と生涯学習の振興】

( 1 ）文化財保存管理事業

予算額司（R4) 6, 0 6 0千円→ (R5) 5, 7 1 2千円

事業概要 f三重県文化財保存活用大綱Jに基づき、文化財保護審議会の審議等を

通じ、 ι県内の貴重な文化財が適切に保存・活用・継承等の措置が図ら

れるよう、市町や文化財所有者への支援を行います。また、国・県指

定等文化財が持つ魅力の情報発信を行うとともに、適切に保存される

よう巡視を行います。

(2）地域文化財総合活性化事業

予算額：（R4) 9 0, 0 0 O千円 → (R5) 1 1 3 , 6 4 6千円

事業概要：国・県指定等の文化財の所有者等が行う文化財修復等の事業について、

技術的な助言および必要な経費に対する支援を行うとともに、所有者等

による保存・活用・継承の取組を促進します。

( 3）世界遺産熊野参詣道野無形文化遺産保存管理推進費

予算額：（R4) 5 3 8千円 → (R5) 8 5 4千円

事業概要．世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保存と活用のため、文化庁や

奈良県・和歌山県および関係市町と連携した取組を行うとともに、資

産の保存・管理にさまざまな主体が参画できるよう講習会・講演会等

を開催Jします。市町が実施する世界遺産追加登録資産の学術調査につ

いて、技術的支援を行います。「鳥羽・志摩の海女漁の技術Jのユネス

コ無形文化遺産登録に向けて、関係県との連携強化に努めます。

(4）三重の文化圃歴史を引き継ごう！新しい学びの機会創出事業

予算額：（R4) 1, 5 0 0千円 → (R5) 1, 2 0 0千円

事業概要・新型コロナウイノレス感染症の影響により、これまで以上に地域の文化

や歴史に触れることが難しくなっていることから、地域の文化財への

理解や関心を深めるきっかけとして、受講生を募集し、遺跡等の発掘

等を行う体験講座を開催します。受講した参加者が、県や市町におけ

る文化財の保存や活用、継承の取組に協力したり、さまざまな形で身

近な文化財に関わったりしていく新たな契機を創出します。

( 5) （新）未来へ伝えるみえのお祭りアーカイブ事業

予算額：（R4) 一 千円→（R5) 5, 1 9 2千円

事業概要祭り等の無形民俗文化財の担い手不足が深刻化していることから、祭

り等の魅力を伝える狭像記録の作成やこれまでの映像記録をデジタル

化し、無形文化財の記録保存を行うとともに、そ子どもたちを「みえ祭

り協力隊」として募集し、祭りを体験し、取材する機会を創出して、

未来の担い手育成につなげます。地域の文化財の魅力を広く伝えるた

め、作成した映像記録や子どもたちの取材記事を特集サイトで公開し

ます。
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( 6）壊蔵文化財センター管理運営費

予算額：（R4) 7, 5 2 8千円 → (R5) 9, 0 1 2千円

事業概要埋蔵文化財に係る必要な発掘調査や適切な保存管理を行うとともに、

県民への公開・普及を行います。文化財を活用した体験事業やイベン

ト、学校において文化財に触れられる出前授業等を行い、子どもたち

の郷土への愛着を育みます。

( 7) （一部新）社会教育推進体制整備事業

予算額：（R4) 1, 3 3 4千円→ （邸） 2, 11 4千円

事業概要社会教育の振興を図るため、市町における社会教育委員等を対象に研

｛彦や情報交換を行います。公民館等の社会教育施設において地域課題

の解決に資する学びの場が創出されるよう講習等を実施するとともに、

地域と学校をつなぐコーディネーターの資質向上を図る講座を開催し

ます。また、博物館法の改正に伴う審査登録を実施します。

(8）鈴鹿青少年センター費

予算額：（R4) 6 6, 4 4 8千円 → (R5) 1 , 9 2 5, 4 2 0千円

事業概要．鈴鹿青少年センタ」において、 PF I事業契約に基づき実施される施

設改修の経費を負担するとともに、令和6年4月のリニューアノレオー

プンに向けて必要な準備を進めます。

( 9）熊野少年自然の家費

予算額： (R4) 4 7 , 9 0 8千円 → (R5) 7 0, 2 2 8千円

事業概要：自然の中で心身ともに健全な少年を育成するため、熊野少年自然の家

を指定管理により運営し、施設利用者の増加および社会教育の普及・

振興を図るとともに、効率的な管理運営を行います。また、経年劣化

に伴う施設の維持管理のため、給水管の改修工事を実施します。
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